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豊
川
小
学
校
は
全
校
生
111
名
で
す
。
今
年
度
も
3
名
の
熱
心
な
農
業
科
支
援
員
の

皆
様
の
協
力
を
得
て
、
全
学
年
で
農
業
科
の
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
１
年
か
ら

４
年
は
畑
で
野
菜
作
り
を
、
５
・
６
年
は
田
ん
ぼ
で
米
作
り
を
行
い
ま
し
た
。

　

野
菜
作
り
を
行
っ
た
畑
は
、
学
校
か
ら
徒
歩
３
分
ほ
ど
の
場
所
に
あ
り
、
近
く
て

便
利
で
す
。
子
ど
も
達
が
栽
培
に
取
り
組
ん
だ
野
菜
は
次
の
通
り
で
す
。

１
・
２
年　

サ
ツ
マ
イ
モ
（
紅
は
る
か
・
紅
あ
づ
ま
）

　
　

３
年　

大
豆
（
秘
伝
）

　
　

４
年　

大
豆
（
秘
伝
）
ジ
ャ
ガ
イ
モ
（
十
勝
こ
が
ね
）
ダ
イ
コ
ン
（
三
太
郎
）

　

ま
ず
初
め
に
畑
に
各
学
年
の
畝
を
作
り
ま
し
た
。
ト
ラ
ク
タ
ー
で
耕
し
、
畝
を
作

る
作
業
は
地
域
の
方
が
行
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
子
ど
も
の
手
で
行
う
に
は
大
変

な
作
業
な
の
で
助
か
り
ま
し
た
。
マ
ル
チ
か
け
、
種
ま
き
や
苗
植
え
、
水
や
り
、
雑

草
取
り
、
収
穫
な
ど
の
作
業
は
、
農
業
科
支
援
員
の
方
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が

ら
子
ど
も
達
が
行
い
ま
し
た
。
収
穫
し
た
野
菜
は
、
収
穫
祭
と
し
て
、
「
茶
巾
絞
り
」

（
１
・
２
年
）
、
「
ず
ん
だ
団
子
」
（
３
年
）
、
「
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
」
（
４
年
）
に

し
、
農
業
科
支
援
員
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
味
わ
い
ま
し
た
。

　

５
・
６
年
が
米
作
り
を
行
っ
た
田
ん
ぼ
は
、
学
校
か
ら
徒
歩
５
分
ほ
ど
の
場
所
に

あ
り
ま
す
。
本
校
の
米
作
り
の
特
色
は
、
す
べ
て
の
作
業
を
子
ど
も
達
が
体
験
す
る

こ
と
で
す
。
種
も
み
ま
き
、
ハ
ウ
ス
で
の
育
苗
、
田
お
こ
し
、
肥
料
ま
き
、
田
植
え
、

除
草
、
稲
刈
り
、
脱
穀
と
、
他
校
で
は
行
っ
て
い
な
い
作
業
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
今
年
度
は
米
作
り
に
つ
い
て
の
学
習
会
も
行
い
、
子
ど
も
達
の
疑
問
に
、

農
業
科
支
援
員
さ
ん
が
、
専
門
的
な
知
識
を
も
と
に
答
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
収

穫
し
た
お
米
は
、
お
に
ぎ
り
に
し
て
農
業
科
支
援
員
さ
ん
と
一
緒
に
食
べ
ま
し
た
。

な
お
、
卒
業
す
る
６
年
生
に
は
、
小
学
校
で
の
農
業
科
の
取
組
を
た
た
え
、
農
業

科
支
援
員
さ
ん
か
ら
「
農
業
科
修
了
証
」
が
毎
年
手
渡
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

農
業
科
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も
達
は
、
友
達
と
協
力
す
る
体
験
、
心

を
込
め
て
育
て
る
体
験
、
つ
ら
く
て
も
や
り
通
す
体
験
、
ご
指
導
や
収
穫
に
感
謝
す

る
体
験
な
ど
、
多
く
の
体
験
と
学
び
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
農
業
科
の
活
動
は
、

豊
か
な
心
や
社
会
性
の
育
成
を
行
う
重
要
な
体
験
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　あきらめないで挑戦しよう　あきらめないで挑戦しよう
夢がいっぱい  豊かっ子夢がいっぱい  豊かっ子
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﹁
耕
作
放
棄
地
を
人
が
集
ま
る
畑
へ
﹂

﹁
人
が
集
ま
る
こ
と
で
農
地
が
守
ら
れ
て
い
く
﹂

　

喜
多
方
市
の
街
を
見
下
ろ
す
景
色
の
よ
い
ア

ス
パ
ラ
畑
。
以
前
は
耕
作
放
棄
地
で
し
た
。
父

親
が
耕
作
放
棄
地
の
再
生
に
向
け
た
整
備
を
行

っ
て
い
ま
し
た
が
、
再
生
さ
れ
た
畑
の
使
い
手

が
い
な
い
と
い
う
現
状
を
見
て
、
再
生
農
地
で

農
業
を
行
う
会
社
を
平
成
21
年
に
設
立
し
ま
し

た
。

　

こ
れ
ま
で
会
津
地
方
や
浜
通
り
を
中
心
に
5

年
以
上
使
わ
れ
て
い
な
い
約
170
㏊
の
耕
作
放
棄

地
を
再
生
し
農
地
に
よ
み
が
え
ら
せ
、
こ
の
う

ち
、
地
元
の
約
20
ha
を
自
社
で
借
り
受
け
、
ソ

バ
や
ア
ス
パ
ラ
な
ど
を
作
付
け
し
、
首
都
圏
な

ど
の
飲
食
店
に
納
め
て
い
ま
す
。

「
耕
作
放
棄
地
を
人
が
集
ま
る
畑
へ
」

「
人
が
集
ま
る
こ
と
で
農
地
が
守
ら
れ
て
い
く
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
こ
れ
ま
で
、
首
都
圏
な
ど

か
ら
約
300
人
が
農
業
体
験
等
に
参
加
し
、
様
々

な
交
流
や
意
見
交
換
を
通
し
て
農
地
の
現
状
や

農
業
の
魅
力
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
な
ど
、

交
流
人
口
の
増
加
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ア
ス
パ
ラ
収
穫
体
験
後
の
地
元
温
泉

宿
泊
な
ど
、
異
業
種
と
の
連
携
を
進
め
る
こ
と

に
よ
り
地
域
経
済
の
活
性
化
、
賑
わ
い
創
出
に

寄
与
し
て
い
ま
す
。

「
耕
作
放
棄
地
は
、
条
件
の
悪
い
中
山
間
地
に

点
在
し
て
お
り
、
進
入
す
る
た
め
の
農
道
の
再

整
備
が
大
変
で
あ
る
こ
と
や
、
再
生
後
の
農
地

の
地
力
回
復
に
苦
労
し
て
い
る
が
、
再
生
農
地

の
利
用
者
拡
大
を
模
索
し
な
が
ら
、
引
き
続
き
、

耕
作
放
棄
地
の
解
消
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」

と
抱
負
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

一
般
社
団
法
人
福
島
県
農
業
会
議
が
主
催
す

る
令
和
4
年
度
福
島
県
下
農
業
委
員
会
大
会
が
、

11
月
10
日
福
島
市
飯
坂
町
の
「
パ
ル
セ
い
い
ざ

か
」
で
開
か
れ
、
県
内
の
農
業
委
員
や
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
な
ど
約
500
人
が
出
席
し
た
。

　

本
市
農
業
委
員
会
か
ら
は
、
京
野
会
長
や
齋

藤
会
長
職
務
代
理
者
を
含
め
、
各
委
員
会
の
委

員
長
・
副
委
員
長
、
事
務
局
職
員
の
12
名
が
出

席
し
た
。

　

冒
頭
で
、
鈴
木
理
県
農
業
会
議
代
表
理
事
会

長
が
主
催
者
挨
拶
し
、
福
島
県
の
井
出
孝
利
副

知
事
と
Ｊ
Ａ
福
島
五
連
の
数
又
清
市
副
会
長
が

来
賓
祝
辞
を
述
べ
た
。

　

各
種
表
彰
の
う
ち
優
良
農
業
委
員
会
表
彰
で

は
、
京
野
会
長
と
齋
藤
会
長
職
務
代
理
者
が
壇

上
に
進
み
出
て
表
彰
状
と
記
念
品
を
受
け
取
っ

た
。
同
大
会
で
優
良
農
業
委
員
会
表
彰
を
受
け

た
の
は
、
平
成
元
年
度
以
来
２
度
目
に
な
る
。

　

ま
た
、
受
賞
者
代
表
謝
辞
で
は
、
京
野
会
長

が
「
こ
れ
ま
で
展
開
し
て
き
た
農
地
利
用
最
適

化
推
進
活
動
が
評
価
さ
れ
大
変
光
栄
で
あ
る
。

今
後
と
も
取
り
組
み
を
一
層
強
化
し
て
い
く
」

と
述
べ
た
。

　

引
き
続
き
、
弘
前
大
学
の
平
井
太
郎
教
授
が

「
新
し
い
農
業
・
農
村
振
興
の
形
と
農
業
委
員

会
に
期
待
す
る
こ
と
」
と
題
し
、
青
森
県
を

始
め
と
す
る
全
国
の
事
例
を
紹
介
し
な
が
ら
、

「
今
後
、
農
業
委
員
会
に
は
、
現
場
の
夢
を
引

き
出
す
形
に
す
る
伴
走
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
し
っ
か
り
と
認
識
し
、
意
味
の
あ
る

目
標
地
図
・
地
域
計
画
策
定
に
向
け
て
地
域
と

の
話
し
合
い
を
進
め
て
ほ
し
い
」
と
話
し
た
。

　

次
に
、
本
県
農
業
・
農
村
の
発
展
と
持
続
可

能
な
農
業
構
造
の
確
立
を
求
め
る
「
本
県
農
業

の
発
展
に
関
す
る
要
望
書
」
の
内
容
を
事
務
局

が
読
み
上
げ
、
12
月
1
日
に
国
会
内
で
本
県
選

出
国
会
議
員
に
対
し
て
要
望
活
動
が
行
わ
れ
た
。

　

最
後
に
、
日
常
活
動
の
強
化
と
活
動
記
録
の

徹
底
や
話
し
合
い
に
よ
る
農
地
利
用
最
適
化
の

推
進
、
情
報
提
供
活
動
の
強
化
の
３
項
目
を
掲

げ
た
農
業
委
員
会
活
動
強
化
に
関
す
る
申
し
合

わ
せ
を
決
議
し
た
。

（
高
野

進

農
業
委
員
）

土壌改良と整地作業

大型機械による除草作業

喜
多
方
市
農
業
委
員
会
が

優
良
農
業
委
員
会
表
彰
を
受
賞

耕
作
放
棄
地
の
再
生

㈱
エ
ガ
ワ
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー

代
表
取
締
役
　
江
川
　
正
道

第
８
回
ふ
く
し
ま
経
済
・
産
業
・

も
の
づ
く
り
賞
（
ふ
く
し
ま
産
業
賞
）

特
別
賞
　
受
賞

京野会長、齋藤職務代理者が登壇京野会長、齋藤職務代理者が登壇
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近
年
、
農
作
物
に
被
害
を
も
た
ら
す
野
生
動

物
（
ク
マ
・
イ
ノ
シ
シ
・
サ
ル
・
シ
カ
な
ど
）

が
、
山
か
ら
里
へ
活
動
範
囲
を
広
げ
て
き
て
お

り
、
農
家
に
と
っ
て
大
き
な
悩
み
と
な
っ
て
い

る
。
そ
の
原
因
は
い
く
つ
か
あ
る
が
、
農
村
の

急
激
な
人
口
減
少
と
高
齢
化
に
伴
う
農
林
業
離

れ
に
よ
り
、
手
入
れ
の
さ
れ
な
い
山
林
や
不
耕

作
地
の
増
大
が
一
つ
の
要
因
で
あ
る
の
は
確
か

で
す
。

　

野
生
動
物
が
容
易
に
身
を
隠
す
こ
と
が
で
き

る
耕
作
放
棄
地
等
の
発
生
が
、
民
家
の
近
く
ま

で
そ
れ
ら
を
呼
び
寄
せ
て
農
作
物
被
害
を
拡
大

さ
せ
て
し
ま
う
。
野
生
動
物
と
共
存
で
き
る
自

然
豊
か
な
農
村
の
姿
は
理
想
で
あ
る
が
、
手
間

暇
か
け
て
育
て
た
農
作
物
の
収
穫
が
皆
無
と
な

る
被
害
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
も
現
実
で
す
。

　

高
郷
地
区
に
お
い
て
は
、
鳥
獣
被
害
対
策
の

一
つ
の
手
段
と
し
て
、
行
政
の
補
助
を
受
け
な

が
ら
、
令
和
2
年
よ
り
本
格
的
な
電
気
柵
の
設

置
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
現
在
ま
で
電
気
柵
を

設
置
し
た
農
地
に
つ
い
て
は
、
農
作
物
の
鳥
獣

被
害
が
激
減
し
そ
の
効
果
は
高
い
こ
と
が
確
認

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
年
々
設
置
面
積
が
増

大
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
対
策
と
し
て
、
次
の
こ
と
が
望
ま
れ

る
と
こ
ろ
で
す
。

①
耕
作
放
棄
地
を
発
生
さ
せ
な
い
。

②
電
気
柵
の
効
果
を
最
大
限
に
活
か
す
た
め
、

地
域
ぐ
る
み
で
の
取
り
組
み
。

③
電
気
柵
設
置
に
伴
う
経
費
負
担
軽
減
の
た
め

の
継
続
的
な
支
援
。

（
横
山　

文
弘　

推
進
委
員
）

　

令
和
4
年
11
月
7
日
、
「
令
和
4
年
度
喜
多

方
市
農
地
等
利
用
最
適
化
推
進
施
策
の
改
善
に

関
す
る
意
見
書
」
を
、
京
野
会
長
か
ら
遠
藤
市

長
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
意
見
書
は
、
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る

法
律
の
規
定
に
基
づ
き
提
出
す
る
も
の
で
、
地

域
の
農
業
者
が
抱
え
る
様
々
な
課
題
や
要
望
を

踏
ま
え
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　

な
お
、
市
長
よ
り
12
月
28
日
付
で
回
答
を
い

た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

①
担
い
手
へ
の
農
地
利
用
集
積
・
集
約
化

　

・
地
域
農
業
の
安
定
化
を
図
る
た
め
担
い
手

の
育
成
・
確
保
、
集
落
営
農
の
組
織
化
及

び
農
業
経
営
の
法
人
化
へ
の
支
援
を
強
力

に
推
進
す
る
こ
と
。

　

・
令
和
４
年
５
月
に
農
業
経
営
基
盤
強
化
促

進
法
の
改
正
に
よ
る
地
域
計
画
策
定
の
法

定
化
に
伴
い
、
策
定
に
向
け
た
組
織
体
制

の
構
築
及
び
予
算
の
確
保
を
講
じ
る
こ
と
。

②
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
と
解
消

　

・
県
が
行
う
遊
休
農
地
等
再
生
対
策
支
援
事

業
に
お
い
て
は
、
取
組
者
の
負
担
軽
減
を

図
り
生
産
意
欲
の
向
上
に
つ
な
が
る
よ
う

補
助
率(

１
／
２)

の
拡
充
を
行
う
よ
う
県

に
働
き
か
け
る
こ
と
。

③
新
規
参
入
の
促
進

　

・
高
齢
者
や
担
い
手
不
足
な
ど
の
地
域
課
題

を
解
決
す
る
新
規
就
農
者
の
就
農
意
欲
の

喚
起
を
図
り
、
地
域
農
業
を
支
え
る
新
た

な
農
業
者
の
育
成
・
確
保
を
推
進
す
る
こ

と

④
昨
年
８
月
３
日
の
豪
雨
災
害
に
よ
る
農
地
・

農
業
用
施
設
の
早
期
復
旧

　

・
令
和
５
年
産
農
作
物
の
作
付
け
に
向
け
被

害
を
受
け
た
農
地
及
び
農
業
用
施
設
の
早

期
復
旧
を
講
じ
る
こ
と
。

　

・
国
の
災
害
復
旧
事
業
よ
り
除
外
さ
れ
る
農

地
及
び
農
業
用
施
設
の
小
規
模
災
害
に
対

す
る
復
旧
に
つ
い
て
は
、
被
災
農
業
者
が

自
ら
行
う
復
旧
工
事
に
対
す
る
補
助
金
の

交
付
又
は
原
材
料
の
支
給
に
よ
り
負
担
軽

減
に
努
め
る
こ
と
。

　

・
農
地
及
び
農
業
施
設
災
害
で
、
今
春
の
作

付
け
ま
で
に
完
成
が
見
込
め
な
い
被
災
箇

所
に
つ
い
て
は
、
仮
設
工
事
等
に
よ
る
仮

復
旧
を
行
う
な
ど
令
和
5
年
産
作
付
け
に

配
慮
し
た
復
旧
を
行
う
こ
と
。

地地

区区

だだ

よよ

りり

高
　
郷
　
町

電
気
柵
の
効
果
と
検
証
（
鳥
獣
被
害
対
策
）

電
気
柵
の
効
果
と
検
証
（
鳥
獣
被
害
対
策
）

京
野
会
長
か
ら
遠
藤
市
長
へ

意
見
書
を
提
出

高郷町地割地区での電気柵検証風景高郷町地割地区での電気柵検証風景

遠藤市長へ意見書を提出
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 購読しま 購読しま
せんか？せんか？

「全国農業新聞」「全国農業新聞」
農業に関する情報や地域の話題が満載です。農業に関する情報や地域の話題が満載です。

経営と暮らしに役立つ情報をお伝えします。経営と暮らしに役立つ情報をお伝えします。

　

第
20
号
農
業
委
員
会
だ
よ
り
の
発
行
と

な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
取
材
対
応
い
た
だ
き
ま
し
た

関
係
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
引

き
続
き
、
旬
な
情
報
を
お
届
け
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
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二
瓶　
　

崇

委　
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遠
藤　
　

進

委　

員

石
川　
　

高

● 発　行／毎週金曜日

● 購読料／月額７００円

● 申込み／農業委員、推進委員または

　　　　　　 農業委員会事務局

編 集 後 記編 集 後 記

「人・農地プラン」　⇒　「地域計画」

農地を相続した場合は届出を

　令和４年５月に農業経営基盤強化促進法等が改定され、「人・農地プラン」を「地域計画」として、市全
域（13地区）を対象に令和６年度末までに策定することとなりました。
　この「地域計画」は、農業の担い手に農地を集積・集約して、地域農業を守ることをねらいに、地域での
話し合いをもとに将来（10年後）の農地利用の姿を明確化する「目標地図」を作成し、その実現に向けて取
り組むものです。なお、目標地図の素案作成は農業委員会が取りまとめていきます。

　土地を相続した場合は、法務局での相続登記を行う必要があります。
　農地（田・畑）を相続した場合は、農地法の規定により所有者の変更について、農業委員会に届出する必
要がありますので、法務局での相続登記が完了しましたら農業委員会への届出をお願いします。

令和５年 ３月

４月

12月

令和７年 ３月

①農業委員会による営農意向調査・現況地図の作成

②市による制度説明会（13の地域を設定）
③集落（地域）による営農意向調査結果と現況地図をもとにした話し合いの実施。
④集落（地域）による「集落ビジョン」「目標地図」素案の作成。

⑤市全域（13地区）の「地域計画」素案の取りまとめ
　「集落ビジョン」「目標地図素案」を集約し13地区の「地域計画」に取りまとめる。
　※13地区 ⇒ １ 喜多方・岩月　２ 松山　３ 上三宮　４ 関柴　５ 熊倉　６ 慶徳　７ 豊川
　　　　　　　８熱塩加納　９塩川・姥堂　10 堂島　11 駒形　12 山都　13 高郷

令和6年度中の「地域計画」決定に向け関係機関・団体と協議

各農業者に10年後を見据えた営農意向調査を実施
（営農計画書提出面談に併せて調査実施）

６月末をめどに調査結果を集約
し「目標地図」の作成に向けた
集落での話し合いで活用する。

・地域の現状と課題
・地域農業の在り方
・農用地の利用方針
・担い手の確保　など

各集落（地域）において、地域農業の在り方や担い
手の確保など、営農意向調査等を踏まえ、将来（10
年後）の姿を明確化する「目標地図」素案を作成

　相続登記がされないと登記簿を確認しても現所有者が分からず、「所有者不明土地問題」が発生しま
す。このため令和3年4月に不動産登記法が改正され、令和6年4月から相続登記が義務化されます。

「所有者不明土地問題」とは
　①不動産登記簿により所有者が直ちに判明しない土地
　②所有者が判明しても、その所在が不明で連絡が付かない土地

　相続登記が義務化されます

「地域計画」策定に向けたスケジュール
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